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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

沖
縄
観
光
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の

政
策
と
し
て
の
一
括
交
付
金
事

業
費
が
毎
年
削
減
さ
れ
て
い
る
状
況
、

本
町
も
十
分
使
い
き
れ
て
い
な
い
。
執

行
体
制
を
強
化
し
、
新
し
い
事
業
を
展

開
す
べ
き
と
思
う
。
交
付
金
の
配
分
額

６
億
円
の
枠
が
あ
る
が
、
実
際
に
ど
れ

く
ら
い
の
予
算
を
確
保
し
、
執
行
額
、

率
、
成
果
は
。

　企
画
財
政
課
長
　
　実
施
し
た
く
て

も
出
来
な
か
っ
た
事
業
、
防
災
無
線
、

陸
上
競
技
場
の
整
備
等
、
こ
れ
ま
で
予

算
額
が
大
き
く
て
有
効
な
財
源
が
な

か
っ
た
も
の
が
出
来
た
と
思
う
。
教
育

委
員
会
関
係
、
学
習
支
援
員
の
配
置
、

電
子
黒
板
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
配
置

し
、
教
育
環
境
事
業
の
整
備
に
成
果
を

得
て
い
る
。

　総
務
部
長
　
　一
括
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
配
分
額
以
外
に
交
付
決
定
額
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
行
率
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

問
今
年
度
一
般
会
計
よ
り
国
保
へ

の
繰
り
入
れ
を
減
額
、
来
年
度

は
基
金
の
取
り
崩
し
が
困
難
な
状
況
を

な
ぜ
、今
ま
で
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　総
務
部
長
　
　国
保
事
業
の
県
単
位

化
を
控
え
、13
億
円
に
上
る
累
積
赤
字

解
消
の
努
力
が
早
急
に
求
め
ら
れ
基
金

を
多
く
活
用
し
た
こ
と
と
、庁
舎
建
設

を
終
え
る
頃
に
ス
タ
ー
ト
し
た
一
括
交

付
金
へ
の
大
き
な
期
待
に
何
と
か
応
え

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
急
激
に
財
政
状

況
が
厳
し
く
な
っ
た
要
因
と
言
え
る
。

緊
縮
財
政
へ
と
大
ナ
タ
を
振
る
っ

た
中
身
は
。

　総
務
部
長
　
　ハ
ー
ド
事
業
は
事
業

計
画
の
延
伸
、
経
費
圧
縮
、
新
規
事
業
は

財
政
状
況
回
復
ま
で
は
予
算
化
な
し
の
方

針
。
ソ
フ
ト
事
業
は
補
助
を
打
ち
切
ら
れ

た
扶
助
費
の
廃
止
検
討
や
給
付
基
準
・
給

付
額
見
直
し
検
討
。
ま
た
、
恒
例
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
廃
止
・
縮
小
も
対
象
。

県
内
の
国
保
赤
字
の
主
な
要
因

は
、「
前
期
高
齢
者
財
政
調
整
制

度
」に
よ
る
も
の
で
あ
る
。全
県
挙
げ
て

の
国
へ
の
要
請
日
程
は
決
ま
っ
て
い
る

か
。ま
た
、県
に
対
し
て
の
負
担
要
請
も

強
め
て
欲
し
い
。

　町
長
　
　昨
年
も
全
県
挙
げ
て
の
要

請
活
動
を
行
っ
た
。
今
後
も
強
化
し
て

い
き
た
い
。

　福
祉
保
険
課
長
　
　沖
縄
振
興
会
議

で
県
へ
の
負
担
要
請
が
さ
れ
て
お
り
、

国
保
会
議
で
は
私
も
直
接
10
分
以
上
要

請
を
し
た
。

国
保
税
値
上
げ
に
関
し
て
の
住

民
説
明
会
は
自
治
会
単
位
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　福
祉
部
長
　
　住
民
説
明
会
の
他
、

広
報
に
し
は
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
自

治
会
長
会
で
の
説
明
、
納
税
通
知
書
へ

の
添
付
、
窓
口
で
の
説
明
な
ど
き
め
細

か
く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
民
対
応
へ
の
反
応
は
。

　

　福
祉
部
長
　
　国
保
税
は
所
得
に
応

じ
て
軽
減
措
置
が
あ
り
、
増
税
さ
れ
た

場
合
も
上
げ
幅
が
軽
減
さ
れ
る
。
納
期

内
納
付
が
厳
し
い
町
民
に
対
し
て
は
、

納
税
相
談
に
応
じ
減
免
措
置
や
分
割
納

付
等
で
対
応
し
て
い
る
。

問

問問

問

問

◇
町
の
財
政
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

県
内
市
町
村
は
、
国
民
健
康
保

険
制
度
（
国
保
）
の
県
単
一
化

に
む
け
て
の
赤
字
解
消
の
た
め
に
、
財

政
的
に
厳
し
い
局
面
に
あ
る
。
町
は
町

有
地
売
却
費
13
億
円
を
国
保
の
赤
字
解

消
に
充
当
し
、
そ
の
結
果
、
次
年
度
の

予
算
編
成
で
歳
出
に
対
し
て
歳
入
が
10

億
円
も
不
足
す
る
と
い
う
。
財
源
不
足

に
対
応
す
る
基
金
の
全
額
５
億
６
，８

０
０
万
円
を
投
じ
て
も
な
お
足
り
な

い
。
子
供
の
貧
困
や
町
民
福
祉
な
ど
ま

だ
ま
だ
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
中

で
、
堅
実
な
財
政
運
営
の
確
立
は
急
務

だ
。①
こ
の
事
態
を
町
民
に
ど
う
説
明

す
る
の
か
。②
今
後
の
具
体
的
な
改
革

に
つ
い
て
聞
く
。

　総
務
部
長
　
　財
政
状
況
の
厳
し
さ

は
以
前
か
ら
町
民
に
説
明
し
て
い
る
。

次
年
度
で
直
接
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

く
。
対
策
と
し
て
、
事
業
計
画
の
延
伸
、

経
費
の
圧
縮
、
新
規
事
業
は
見
送
る
。

扶
助
事
業
は
、
補
助
の
打
ち
切
ら
れ
た

事
業
は
廃
止
の
検
討
や
給
付
基
準
・
給

付
額
の
見
直
し
を
す
る
。
恒
例
化
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
廃
止
、
縮
小
を
検

討
す
る
。

町
の
今
後
の
公
債
費
の
償
還
の

ピ
ー
ク
が
10
億
９
，０
０
０
万

円
、
こ
れ
が
今
度
の
よ
う
に
単
年
度
の

予
算
編
成
で
歳
入
と
歳
出
の
か
い
離
が

10
億
円
と
重
な
っ
た
と
き
に
、
財
政
が

立
ち
行
く
の
か
。

　企
画
財
政
課
長
　
　減
債
基
金
も
60

万
円
と
底
を
つ
い
て
い
る
。
財
政
調
整

基
金
は
目
標
額
の
６
億
５
，０
０
０
万

円
を
キ
ー
プ
し
、
他
の
事
業
を
削
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
明
白
だ
。
町
民
は
ワ
ジ
ワ

ジ
ー
だ
。
中
期
財
政
計
画
は
あ
る
が
、

ど
う
い
う
財
政
運
営
を
し
て
き
た
か
と

い
う
問
題
だ
。
国
保
の
赤
字
も
10
年
前

か
ら
、
庁
舎
建
設
の
借
金
返
済
も
当
然

予
測
さ
れ
た
こ
と
。

　企
画
財
政
課
長
　
　厳
し
い
こ
と
は

分
か
っ
て
い
た
。
国
保
に
緊
急
的
に
十

何
億
円
も
補
て
ん
し
、
財
政
プ
ラ
ン
が

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
事
業

見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
一
括
交

付
金
事
業
も
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
こ

の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

問

問

◇
国
保
の
県
単
位
化
に
向
け
て

◇
一
括
交
付
金
事
業 

約
60
％
の

執
行
　
利
活
用
促
進
を
！

◇
町
の
財
政
計
画
は
機
能
し

て
い
る
の
か

問

与那嶺 義雄  議員
よなみね　　よしお

伊計 裕子  議員
いけい　ひろこ

大城 好弘  議員
おおしろよしひろ

新国保制度の施行に向けた
主な取り組み（イメージ）

一括交付金の配分額・執行額等一覧（平成24年度～28年度）
年度 配分額 執行額 率

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

6億5,700万円

5億9,600万円

6億1,500万円

5億9,600万円

5億9,600万円

30億6,000万円

4億8,733万6,000円

2億2,956万4,000円

2億8,045万5,000円

6億 764万 円

2億2,161万2,000円

18億2,660万7,000円

74.2%

38.5%

45.6%

102.0%

37.0%

59.6%計

年度 交付決定額 執行額 率

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

6億5,700万 円

2億9,292万6,000円

3億3,632万3,000円

6億4,692万3,000円

2億2,569万8,000円

4億8,733万6,000円

2億2,956万4,000円

2億8,045万5,000円

6億 764万 円

2億2,161万2,000円

74.2%

78.4%

85.9%

93.9%

98.0%

21億5,887万 円 18億2,660万7,000円 84.6%計


